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研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は、対話スキルを位置づけた社会科ワークショップ型の単元に、中核
概念を組み合わせ、学習者が「見方・考え方を働かせる」単元デザインを明らかにすることである。研究では、
単元の開発と子どもの表現の分析が行われた。研究の結果、3点が明らかとなった。第一に、単元に、子どもが
深く葛藤するような社会的事実を含むことである。第二に、子どもが中核概念を使って、その葛藤を表現するよ
うに学習の文脈を構成することである。第三に、単元には少なくとも2つの中核概念を位置づけ、子どもがそれ
らの概念を関係づけられるように促すことである。一方、開発した単元を多学年に配列するカリキュラム構成
は、課題として残された。

研究成果の概要（英文）：　The purpose of this study is to clarify the characteristics of the 
strategy of unit design that allows children to use the perspective and ways of thinking in the 
fields of social studies. The Topic Units combines core concepts with workshop-style lessons that 
focus on dialogue skills. The methodology of the study is to develop experimental units and analyze 
children’s expressions in elementary and junior high schools. As a result, three elements necessary
 for unit design were identified. First, the unit must include social facts with which children feel
 dep conflict among them. Second, it must provide a learning context in which children can utilize 
core concepts and appropriately verbalize their conflicts. Third, each unit must include at least 
two core concepts. The teacher must encourage the children to properly relate those core concepts.
 On the other hand, the curriculum structure that arranges the developed units in multiple grades 
was left as an issue.

研究分野：教育学、教科教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　2017年からの日本の教育課程は、各国の教育課程と同様に、コンピテンシー・ベイスへの転換を図っている。
そこでは、各教科等の目標において、「見方・考え方を働かせ」という点を強調している。
　本研究の成果は、活動中心の授業である社会科ワークショップ型授業単元を、中核概念を活用する水準に持ち
上げる単元デザインの方略を明らかにしたことである。この方略は、中核概念という「見方」を、子どもが活用
するという点で、「見方・考え方を働かせ」という教科の目標を、社会科において明確にできた点に意義を持
つ。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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